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自
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組
織
で
立
ち
向
か
お
う

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
大
規
模
な
災
害
。
平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

多
く
の
貴
重
な
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
懸
命
な
救
助
活
動
で
、
一
命
を
取
り
留
め
た
人
も

多
く
い
ま
し
た
。

そ
し
て
近
年
は
、「
東
海
・
東
南
海
地
震
」
と
い
う
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む
地
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
大
規
模
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
災
害
発
生
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
自
主
防
災
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
つ
な
が
り
が
み
ん
な
を
救
う自

主
防
災
の
心
得
を

「
天
災
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」。
日
ご
ろ
聞
き
慣
れ
た
こ

の
言
葉
は
、
災
害
の
端
的
な
性
格
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
火
災
は
あ
る
程

度
予
防
で
き
ま
す
が
、
地
震
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
は
防
ぎ
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
起
こ
っ
た

と
き
の
備
え
が
大
切
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
わ
た
し

た
ち
に
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
震
災

は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
同
時

に
、
多
く
の
教
訓
も
残
し
ま
し
た
。

そ
の
教
訓
の
根
本
は
「
自
ら
の
身

は
自
分
で
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
。
つ
ま
り
「
自
主
防
災
」

の
心
得
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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地
域
で
自
発
的
に
作
る

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
、
地
域
の
人

た
ち
が
自
発
的
に
、
初
期
消
火
、
救

出
・
救
護
、
集
団
避
難
、
給
水
・
給

食
な
ど
の
防
災
活
動
を
行
う
団
体

（
組
織
）
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
の
合
意
に
基
づ
き
、

自
発
的
に
活
動
を
行
う
と
い
う
意
味

で
、
消
防
組
織
法
に
よ
り
消
防
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
消
防

団
と
は
性
格
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、旧
来
か
ら
の
自
衛
消
防
隊
、

自
警
団
な
ど
も
自
主
防
災
組
織
と
い

え
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
市
が
平
成

十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
て
い

る
「
可
児
市
自
主
防
災
組
織
育
成
金

交
付
要
綱
」
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
補

助
対
象
団
体
の
こ
と
を
「
自
主
防
災

組
織
」
と
し
て
取
り
上
げ
ま
す
。

防
災
機
関
が
あ
る
の
に
な
ぜ

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
消
防
機
関
に
よ
る
消
火
活
動

の
ほ
か
、
被
災
者
へ
の
食
料
や
生
活

物
資
の
配
分
、
避
難
所
の
管
理
、
税

の
減
免
、
各
種
生
活
資
金
の
貸
し
付

け
な
ど
の
被
災
者
支
援
を
は
じ
め
、

災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
道
路
等
公
共

施
設
の
復
旧
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
需
要
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

消
防
署
や
消
防
団
な
ど
の
防
災
機

関
は
全
力
を
挙
げ
て
防
災
活
動
を
行

い
ま
す
が
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
の
損

壊
、
水
道
管
の
損
傷
や
停
電
な
ど
に

よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
、
災
害
対
応

能
力
が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
の
と
き
、
地
域

の
人
た
ち
が
自
主
的
に
協
力
し
て
、

消
火
活
動
、被
災
者
の
救
出
・
救
護
、

避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営
を
行
う

方
が
、
何
も
し
な
い
で
防
災
機
関
の

活
動
や
到
着
を
見
守
る
場
合
よ
り
、

地
域
の
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
か
し
、
各
自
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動

い
て
も
個
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
、

か
え
っ
て
二
次
災
害
な
ど
で
危
険
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。
隣
近
所
と
協
力

し
合
い
、
組
織
的
に
行
動
す
れ
ば
、

よ
り
大
き
な
力
が
発
揮
で
き
ま
す
。

こ
こ
に
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
と

重
要
性
が
あ
り
ま
す
。

「
近
所
の
人
に
救
助
さ
れ
た
」

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
域

住
民
が
団
結
し
て
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
り
延
焼
を
食
い
止
め
た
り
、
住

家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
助
け
出

す
な
ど
、
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行

い
、
被
害
の
拡
大
を
防
い
だ
と
い
う

例
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

倒
壊
家
屋
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た

人
の
約
六
割
が
近
所
の
人
た
ち
に
よ

り
救
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
火
器
な
ど
の
防
災
準
備
が
十
分

な
と
こ
ろ
ほ
ど
、
火
災
の
拡
大
防
止

に
効
果
が
あ
り
、
ま
た
、
日
ご
ろ
の

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
よ
っ
て
住

民
の
連
携
を
強
め
て
い
た
地
域
ほ

ど
、
災
害
の
現
場
で
効
果
的
に
対
応

で
き
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
地
域
の
人
た

ち
が
、
自
発
的
に
防
災
組
織
を
結
成

し
、
日
ご
ろ
か
ら
、
地
震
な
ど
の
災

害
に
備
え
た
防
災
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

地
域
の
連
帯
感
で
組
織
す
る

防
災
活
動
の
た
め
の
組
織
づ
く
り

に
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
既
存

の
地
域
集
団
を
活
用
す
る
も
の
が
多

い
で
す
が
、
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
活
動
し
や

す
い
組
織
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
す
。

自
主
防
災
組
織
づ
く
り
で
大
切
な

の
は
、
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
連
帯

感
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
結
成
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
地
域
の
み
ん
な
が
集

ま
り
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
熱
心
な
意
見
が
出
さ
れ
て
こ
そ
、

初
め
て
活
動
的
な
組
織
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
住
む
ま
ち
に
関
心
を
持
ち
、

平
常
時
か
ら
自
治
会
な
ど
の
組
織

で
、住
民
同
士
の
触
れ
合
い
を
保
ち
、

同
じ
地
域
に
住
む
仲
間
と
し
て
の
連

帯
感
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
基
礎
と
す
る
住
民
組
織
が
、

自
主
防
災
活
動
の
主
体
を
担
っ
て
い

く
の
で
す
。

自主防災組織育成金交付要綱

組織結成と活動に資金援助
自主防災組織育成金交付要綱は、自主防
災組織の結成と活動に対し、市が予算の範
囲内で育成金（奨励金、補助金）を交付す
るものです。市の自主防災組織活動指針に
沿った活動を実施し、市に登録を受けた団
体に対して援助します。
［奨励金］
構成世帯数に応じて、次の通り登録時に
支払います。
○50世帯までは５万円　
○51世帯から300世帯までは７万5,000円　
○301世帯以上は10万円
［活動補助金］
上記と同様の区分で、構成世帯数に200

円を乗じた額と１～３万円の基礎額を加え
た額を毎年度交付します。

阪神・淡路大震災の家屋倒壊現場（神戸市灘区）

無回答 
23.4％ 

その他 
3.8％ 

救助隊 
2.4％ 

家族 
18.9％ 

近所の人 
60.5％ 

（神戸市消防局による避難所の市民の聞き取り調査）

〈人命救助をした人の内訳〉
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個
人
の
役
割
を
明
確
に

自
主
防
災
組
織
に
は
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
情
報
収
集
、
初
期
消

火
、
救
出
・
救
護
な
ど
幅
広
い
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
主
防
災
の
活
動
を
進
め
る
た
め

に
は
、
自
主
防
災
活
動
に
参
加
す
る

構
成
員
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
の
分
担

を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
表

に
一
般
的
な
組
織
の
任
務
分
担
例
を

挙
げ
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
役

割
を
考
え
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。河
川
の
近
く
で
は
水
防
班
、

土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
い
地
域
で

で
は
砂
防
班
な
ど
を
設
け
る
必
要
も

出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

低
い
組
織
率
の
当
市

可
児
市
の
世
帯
数
か
ら
み
る
、
自

主
防
災
組
織
（
自
衛
消
防
隊
や
自
警

団
を
含
む
）
の
組
織
率
は
、
十
三
年

度
末
は
二
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
。
十

五
年
一
月
に
は
三
一
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
岐
阜
県
全
域
で
は
八
〇

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
組
織
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
市
内
の
組

織
率
は
県
内
で
も
低
い
レ
ベ
ル
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。

十
九
組
織
が
結
成
し
活
動

市
内
で
は
平
成
十
四
年
四
月
か
ら

十
二
月
ま
で
に
十
九
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
、
防
災
訓
練
や
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
地
域
の
防
災

点
検
な
ど
独
自
の
防
災
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

い
ち
早
く
自
主
防
災
組
織
（
防
災

会
）
を
立
ち
上
げ
た
愛
岐
ケ
丘
自
治

会
で
は
、
十
四
年
十
一
月
十
日
に
防

災
訓
練
を
実
施
。
百
五
十
人
が
初
期

消
火
や
救
護
・
救
出
の
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
今
渡
地
区
は
八
自
治
会
す

べ
て
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、

組
織
率
が
高
い
地
区
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
取
り
組
み
も
他
地
域
の
目
標
と

な
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
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平常時と災害時の活動

市内の自主防災組織

平　　　常　　　時 仕事分担（班） 災　　　害　　　時

情報を住民に伝える訓練を実施
情 報 班

市や消防機関からの情報を伝え、

し、回覧やチラシなどで防災の 地域の被害状況や避難状況を市

啓発活動を行う へ報告する

消火器具の点検や効果的な消火
消 火 班

技術の習得を行い、住民へ取扱
周辺住民の協力を求めて初期消

方法を指導する
火を行い、火災の拡大を防ぐ

救出用資機材の使用法、負傷者 救出救護班 資機材を用いて救出作業を行う

の搬送法、応急手当法の習得と とともに、負傷者の応急手当を

訓練を行い、医療機関の位置確 し、医療機関や救護所に搬送す

認をしておく る

複数の避難経路、避難場所を把 避難誘導班
組織として安全な行動が取れる

握しておき、誘導訓練を行う。
よう、避難場所まで住民を誘導

地域内の危険箇所を把握してお
する

く

実際の炊き出しを、防災訓練時
給食・給水班

炊き出しの実施および飲料水の

だけでなく、地域の行事などの 確保をするほか、食糧や救援物

機会にも行う 資の受け入れと配給を行う

№ 組 織 の 名 称 地　区 世帯数 認　定　日
１ 愛 岐 ケ 丘 自 主 防 災 会 帷　子 808 14年５月14日
２ 今渡台自治会自主防災組織 132

３ 鳴子自治会自主防災組織 250

４ 神明自治会自主防災組織 197

５ 西浅間自治会自主防災組織 今　渡 58 ６月６日６ 東浅間自治会自主防災組織 124

７ 八幡自治会自主防災組織 218

８ 住吉自治会自主防災組織 177

９ 東住吉自治会自主防災組織 233

10 宮 瀬 自 主 防 災 会 下恵土 148 ８月28日
11 中恵土前波自主防災会 中恵土 251 10月15日
12 柿 田 自 主 防 災 組 織 62 11月７日
13 渕 之 上 自 主 防 災 組 織 広見東 39 11月18日
14 石 森 地 区 自 主 防 災 班 32 11月11日
15 坂 戸 台 自 治 会 防 災 会 春　里 33 11月26日
16 瀬 田 東 自 主 防 災 組 織 広見東 116

11月27日
17 瀬 田 西 自 主 防 災 組 織 112

18 桜ケ丘自治会自主防災会 桜ケ丘 1,383 12月２日
19 明 智 防 災 会 広見東 36 12月12日

4,409

その他団体（自衛消防隊など）
6,019世帯

組織率　31.7％
（10,428世帯／32,870世帯）

15年１月１日現在

近県の自主防災組織の状況 （13年度）
県　　名 組織世帯数 世　帯　数 組　織　率

岐　阜　県 554,615 688,725
80.5%

（全国第６位）
静 岡 県 1,270,765 1,308,996 97.1%
愛 知 県 2,348,453 2,555,173 91.9%
三 重 県 505,052 649,763 77.7%
※平成13年度版消防白書を参照。

可茂地域の自主防災組織の状況（13年度）
市町村名 組織世帯数 世　帯　数 組　織　率
可 児 市 6,135 29,746 20.6%
御 嵩 町 1,498 5,886 25.5%
兼 山 町 582 587 99.1%
美濃加茂市 10,889 16,563 65.7%
坂 祝 町 2,638 3,015 87.5%
富 加 町 1,135 1,577 72.0%
川 辺 町 2,949 3,288 89.7%
七 宗 町 1,566 1,566 100.0%
八 百 津 町 194 4,021 4.8%
白 川 町 3,249 3,249 100.0%
東 白 川 村 889 944 94.2%
可 茂 地 区 31,724 70,442 45.0%
※平成13年度消防防災・地震対策現況調査を参照。



今
渡
地
区
で
活
発
な
活
動

今
渡
地
区
で
は
、
災
害
時
に
所

在
が
よ
く
分
か
る
よ
う
各
自
治
会

役
員
と
班
長
の
法
被
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
腕
章
を
そ
ろ
え
、
各
集
会
施

設
に
緊
急
連
絡
網
と
役
割
分
担
を

記
し
た
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
自
主
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作

成
し
、
自
治
会
役
員
の
交
代
時
に

は
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
自
治
会
に
お

い
て
、
○
ビ
デ
オ
講
習
会
　
○
消

火
器
取
り
扱
い
訓
練
　
○
三
角
巾

に
よ
る
応
急
手
当
て
法
　
○
人
工

呼
吸
法
　
○
応
急
担
架
組
み
立
て

法
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

5 広報かに 2003.3.1

職
場
で
の
組
織
化
も
期
待

自
主
防
災
は
、
地
域
の
ほ
か
、
職

場
や
学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
時

間
に
お
け
る
組
織
づ
く
り
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
地
元
消
防
団
な
ど
と
情
報

を
交
換
し
合
い
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

ど
の
場
合
も
、
よ
い
リ
ー
ダ
ー
が

い
る
と
組
織
は
う
ま
く
い
く
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
力
だ

け
で
は
組
織
づ
く
り
は
不
可
能
で

す
。
周
り
の
み
ん
な
が
協
力
し
、
十

分
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
を
点
検

地
域
で
の
防
災
の
主
体
と
な
る
自

主
防
災
組
織
と
同
様
に
、
各
家
庭
で

も
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
家
庭
内
で
定
期
的
に
災

害
発
生
時
の
役
割
分
担
、
連
絡
方
法

や
集
合
（
避
難
）
場
所
の
確
認
、
非

常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
な
ど
に
、
日

常
か
ら
取
り
組
ん
で
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
屋
の
耐
震
診
断
や
家

具
の
転
倒
防
止
金
具
な
ど
の
取
り
付

け
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
な
ど
を
平

常
時
に
行
っ
て
お
く
こ
と
も
、
被
害

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
ま
一
度「
可
児
市
防
災
ガ
イ
ド
」

な
ど
を
参
考
に
、
防
災
準
備
・
対
策

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
し
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら

で
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
大
き
な

災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
自
分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
先
決
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域

防
災
活
動
に
参
加
し
よ
う
に
も
自
分

が
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ

も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。「
自
分
は
自
分
で
守
る
」
こ
れ

は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
基
本

で
す
。

自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
し
た
ら
、

次
に
守
る
べ
き
も
の
は
、
家
族
、
ご

近
所
・
・
・
と
続
く
は
ず
で
す
。

災
害
弱
者
を
守
ろ
う

災
害
時
に
は
自
分
や
家
族
の
身
を

守
る
こ
と
が
最
優
先
し
ま
す
が
、
よ

り
大
き
な
恐
怖
感
に
襲
わ
れ
る
人
た

ち
も
い
ま
す
。
高
齢
者
、
障
害
者
、

乳
幼
児
、
妊
婦
な
ど
自
分
の
身
に
危

険
が
迫
っ
て
も
そ
れ
を
察
知
で
き
な

い
、
情
報
を
受
け
取
れ
な
い
、
一
人

で
行
動
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
な
ど
、

安
全
か
つ
迅
速
に
行
動
が
取
れ
な
い

「
災
害
弱
者
」
と
い
わ
れ
る
人
た
ち

で
す
。
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
災
害

弱
者
に
積
極
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

こ
れ
ま
で
自
主
防
災
組
織
の
活
動

に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
防
災
の
基

本
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
強

い
意
識
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
誰

か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
近
所
付
き
合
い
を
積

極
的
に
行
い
、い
ざ
と
い
う
時
に
も
、

お
互
い
が
信
頼
し
あ
っ
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
地
域
の
み
ん
な
が
協
力

し
合
い
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先

総
務
課

平成13年に今渡地区で立て続けに建物火災
が発生したとき、自治会内の連絡指示系統が
十分でないことが分かりました。これではい
けないと思い、自主防災組織を立ち上げるこ
とを決意しました。各自治会で責任を持って
結成できたことは、防災意識の啓発に弾みが
ついたと思います。
地域防災に必要なのは、自治会や班のまと
まりだと思います。広報紙の配布や自治会費
の徴収などは面倒でしょうが、これも班内を
見回ることで、状況確認になります。日ごろ
からの隣近所との付き合いが、自主防災の大
きな力になるということを分かっていただき
たいと思います。

防災は日ごろの
付き合いから

今渡自治連合会長
成瀬盛俊さん（今渡）

災害時の自治会リーダーの動きが書かれたパネル

14年８月に発行した可児市防災ガイド

自治会名 期　日 参加人数

住　吉 14年 約50人
11／16

八　幡 11／23 約120人
西浅間 15年 約50人東浅間 １／19

今渡台
鳴　子 １／26 約70人
神　明
東住吉 ２／16 約100人
八　幡 ２／23 約30人

特集 
自主防災組織で 

立ち向かおう 
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一
般
会
計
は

平
成
十
四
年
度
の
予
算
額
は
、
九

月
、
十
二
月
に
補
正
を
行
い
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
額
を
含
め
、
総
額
二

百
五
十
六
億
三
百
十
九
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

九
月
の
補
正
で
は
、
市
道
二
七
号

線
道
路
改
良
事
業
や
桜
ケ
丘
公
民
館

用
地
費
な
ど
で
五
億
九
千
八
百
万
円

を
追
加
し
、
ま
た
十
二
月
の
補
正
で

は
、
老
人
福
祉
施
設
建
設
費
補
助
金

や
可
児
市
郡
合
併
検
討
協
議
会
負
担

金
な
ど
で
八
千
八
百
万
円
を
追
加

し
、
当
初
予
算
に
比
べ
三
・
四
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は
下
の
グ
ラ
フ

に
示
し
た
通
り
で
す
。
予
算
額
に
対

し
て
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
収

入
、
支
出
済
額
の
割
合
は
、
収
入
が

六
八
・
六
％
、
支
出
が
六
四
・
四
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は

十
一
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計（
四
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
）

の
収
支
状
況
は
左
表
の
通
り
で
す
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
百
九
十

億
四
千
百
五
十
九
万
円
の
予
算
に
対

し
、
収
入
済
額
は
五
六
・
二
％
、
支

出
済
額
は
五
七
・
七
％
の
割
合
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平成１４年度

予算 市の財政事情を公表
平成14年12月31日までの予算の執行状況をお知らせします。

項 目 
現行予算の金額 

一般会計の支出状況 

支出済額とその比率 

教 育 費  
５５億７,６５９万円 

0 100(％)

４１億４,９７１万円 （74.4％） 

土 木 費  
５０億７,４７３万円 
２７億０,２６３万円 （53.3％） 

民 生 費  
４５億０,５１７万円 
２８億０,５７７万円 （62.3％） 

総 務 費  
２９億４,６２１万円 
１８億８,１５１万円 （63.9％） 

公 債 費  
２８億１,２１１万円 
１４億７,６００万円 （52.5％） 

衛 生 費  
２５億０,２０５万円 
２０億０,９１９万円 （80.3％） 

消 防 費  
９億２,０８９万円 
６億５,２０５万円 （70.8％） 

農林水産業費 
６億１,５６４万円 
３億３,２９２万円 （54.1％） 

そ の 他  
６億４,９８０万円 
４億７,４１３万円 （73.0％） 

支 出 合 計  
２５６億０,３１９万円 
１６４億８,３９１万円 （64.4％） 

項 目 
現行予算の金額 
一般会計の収入状況 

収入済額とその比率 

市 税  
１３２億８,０６２万円 

0 100(％)

１０７億４,２２１万円 （80.9％） 

市 債  
２２億５,９７０万円 

５,６８０万円 （2.5％） 

繰 入 金  
１５億３,３１３万円 
９億７,１１４万円 （63.3％） 

国庫支出金 
１２億６,０８３万円 
３億７,６６４万円 （29.9％） 

繰 越 金  
１２億１,４２８万円 
１２億１,４２８万円 （100.0％） 

諸 収 入  
１０億７,４９１万円 
３億６,５３８万円 （34.0％） 

地方交付税 
１０億５,０００万円 
１３億１,０３５万円 （124.8％） 

県 支 出 金  
８億４,１８０万円 
２億４,９７３万円 （29.7％） 

そ の 他  
３０億８,７９２万円 
２２億６,８１４万円 （73.5％） 

収 入 合 計  
２５６億０,３１９万円 
１７５億５,４６７万円 （68.6％） 

収 入  支 出

特別会計予算の執行状況 

会 計 名  
 

国 保 事 業 勘 定  

国 保 直 診 勘 定  

老 人 保 健 会 計  

介 護 保 険 会 計  

簡 易 水 道 事 業 会 計  

飲 料 水 供 給 事 業 会 計  

自家用工業用水道事業会計 

公 共 下 水 道 事 業 会 計  

特定環境保全公共下水道事業会計 

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計  

可児駅東土地区画整理事業会計 

水道事業会計（4/1～12/31） 

予算現額  
 

55億6,000万円 

2,660万円 

55億4,910万円 

21億6,160万円 

7,061万円 

433万円 

1億5,000万円 

44億3,428万円 

2億6,800万円 

1億9,000万円 

6億2,707万円 

収入28億2,900万円 
支出46億1,950万円 

収 入 済 額  

34億8,676万円 

1,000万円 

36億1,544万円 

13億3,811万円 

1億2,685万円 

72万円 

8,728万円 

17億2,357万円 

1億4,331万円 

1億2,829万円 

4,340万円 

収入割合 

62.7% 

37.6% 

65.2% 

61.9% 

179.6% 

16.7% 

58.2% 

38.9% 

53.5% 

67.5% 

6.9%

支 出 済 額  

35億6,072万円 

1,969万円 

35億6,959万円 

14億5,285万円 

6,383万円 

126万円 

2,696万円 

19億3,103万円 

1億2,475万円 

8,962万円 

1億5,511万円 

支出割合 

64.0% 

74.0% 

64.3% 

67.2% 

90.4% 

29.0% 

18.0% 

43.5% 

46.5% 

47.2% 

24.7%

19億5,039万円 68.9% 21億5,989万円 46.8%

昨年７月にオープンした文化創造センター
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駅
の
放
置
自
転
車
に
迷
惑
し
て

い
ま
す
。
条
例
化
し
て
放
置
自
転

車
を
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答

放
置
自
転
車
に
つ
い
て
は
全

国
の
自
治
体
で
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

特
に
大
都
市
で
は
そ
の
取
り
組
み
の

中
で
条
例
な
ど
を
制
定
し
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
時
的
に

は
減
少
す
る
も
の
の
、
完
全
な
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情

の
よ
う
で
す
。

可
児
市
で
は
、
放
置
実
態
は
可
児

駅
、
今
渡
駅
、
西
可
児
駅
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
、
今
渡

駅
に
て
可
茂
建
設
事
務
所
、
可
児
警

察
署
、
可
児
市
、
地
域
安
全
指
導
員
、

今
渡
自
治
会
が
協
力
し
て
放
置
自
転

車
の
一
斉
撤
去
を
実
施
し
、
駅
北
の

歩
道
橋
下
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

可
児
駅
に
お
い
て
は
、
市
に
お
い

て
札
付
け
を
し
、
市
営
駐
輪
場
外
に

駐
輪
し
て
あ
る
自
転
車
に
警
告
を
発

し
て
お
り
ま
す
が
、
効
果
が
挙
が
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

身
勝
手
な
駐
輪
が
駅
利
用
者
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
実
態
を
知
ら
し
め

る
た
め
に
も
、
今
後
も
指
導
・
警
告

を
強
化
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
水
を

確
保
す
る
手
段
と
し
て
、
井
戸
を

設
置
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

回
答

可
児
市
で
は
、
震
度
五
強
以

上
の
揺
れ
を
観
測
し
、
上
水
道
の
流

量
の
異
常
を
感
知
（
水
道
管
の
破
損

な
ど
）
し
た
場
合
に
、
市
内
各
所
に

あ
る
配
水
池
（
貯
水
槽
）
か
ら
の
配

水
を
遮
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
は
、
給
水
車
に
よ
り

地
域
住
民
に
水
を
配
給
す
る
体
制
を

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
提
案
の
井
戸
水
の
利
用
に
関
し

て
は
、
費
用
の
問
題
に
加
え
て
、
非

常
事
態
時
の
早
急
な
衛
生
面
の
確
認

が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

大
災
害
時
に
救
援
体
制
が
整
う
ま

で
の
期
間
は
お
お
む
ね
三
日
間
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
の
食
糧
・

水
（
一
人
一
日
三
リ
ッ
ト
ル
）
な
ど

は
、
市
民
自
ら
が
平
常
時
か
ら
備
え

て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図
書
館
は
蔵
書
量
が
少
な
く
駐

車
場
も
狭
く
、
市
民
の
学
習
の
場

と
し
て
も
っ
と
整
備
が
必
要
で
す
。

回
答

近
隣
の
市
立
図
書
館
と
比
較

し
て
蔵
書
量
が
少
な
い
と
の
ご
指
摘

で
す
が
、平
成
十
五
年
一
月
現
在
で
、

可
児
市
図
書
館
に
お
け
る
本
館
・
帷

子
分
館
・
桜
ケ
丘
分
館
三
館
合
計
の

蔵
書
数
は
約
二
十
四
万
冊
あ
り
、
近

隣
の
市
町
村
と
比
べ
、
ま
た
人
口
規

模
か
ら
見
て
も
、
量
的
に
は
少
な
く

な
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
三
館

相
互
の
意
思
の
疎
通
を
十
分
に
図
り

つ
つ
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

幅
広
い
蔵
書
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
な
お
、
可
児
市
の
図
書
館

に
借
り
た
い
本
が
な
い
場
合
、
県
内

の
公
立
図
書
館
と
本
の
相
互
貸
借
が

可
能
で
、
申
し
出
に
よ
り
検
索
の
上
、

他
館
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

施
設
面
で
は
、
館
内
の
配
架
の
レ

イ
ア
ウ
ト
の
変
更
な
ど
、
十
分
配
慮

を
し
な
が
ら
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

館
の
駐
車
場
が
手
狭
な
た
め
、
利
用

者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
お
り

ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
本
館
近

辺
に
二
十
四
台
駐
車
可
能
な
図
書
館

専
用
駐
車
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

本
館
か
ら
は
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

程
の
所
に
あ
り
、
多
少
離
れ
て
お
り

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
内
の

パ
ソ
コ
ン
と
図
書
館
の
パ
ソ
コ
ン
と

で
相
互
の
蔵
書
検
索
が
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
内
の
防
犯
灯
が
少
な
す
ぎ
ま

す
。
安
全
の
た
め
、
市
街
地
な
ど

の
防
犯
灯
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

回
答

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
市
で

は
防
犯
灯
設
置
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
、
自
治
会
か
ら
申
請
の
あ

っ
た
も
の
に
対
し
四
分
の
三
（
上
限

あ
り
）の
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

維
持
管
理
お
よ
び
電
気
料
に
つ
い
て

は
自
治
会
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

十
四
年
度
の
防
犯
灯
設
置
補
助
金

申
請
は
、
一
月
二
十
九
日
現
在
百
十

一
本
が
提
出
さ
れ
、
補
助
金
を
交
付

し
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
、
交
通
安

全
の
面
か
ら
防
犯
灯
の
設
置
を
必
要

と
さ
れ
る
場
合
は
、
維
持
管
理
の
問

題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
を
通

じ
て
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

市
政
情
報
課

まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり
へへへへ
のののの
貴貴貴貴
重重重重
なななな
意意意意
見見見見
やややや
要要要要
望望望望

市
政
に
対
す
る
貴
重
な
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く
「
市
長
へ
の
手
紙
」。

す
べ
て
の
手
紙
に
、
市
長
は
目
を
通
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

市長への手紙から 市長への手紙から 

◎市役所 

第２ 
駐車場 

第３ 
駐車場 

第４ 
駐車場 

図書館 
本館 至

可
児
駅 

本館 
駐車場 



8広報かに 2003.3.1

貯水槽を設置の皆さんへ

日ごろからの管理が大切です
水道法の改正により、小規模の貯水槽につい
ても、徹底した管理責任が求められることに
なりました。
安全で安心な水の確保のためにも、貯水槽が
どのようになっているのかを点検してみま
しょう。

貯 水 槽 と は

いつでも安心な水を飲むために

ビルやマンションなどの多くは、水道の水をいったん受水槽
にため、これをポンプで屋上などにある高架水槽にくみ上げて
から、各家庭の皆さんに給水します。この受水槽と高架水槽を
合わせた設備を一般的に貯水槽といいます。（高架水槽が無い
ところもあります）
一昨年の法律改正によって、すべての貯水槽について（従来

は10立方メートル以上の受水槽のみが対象）、管理責任の所在
が明確になりました（受水槽から先の水の管理は、貯水槽設置
者の責任となります）。

蛇口をひねれば出てくる安全な水道水。こんな当たり前のこ
とも、きちんと管理がされていないと、防虫網が破れてネズミ
などが侵入したり、給水管が老化してさびが発生したりしま
す。そして水道水が汚染されると大変な事故につながることも
あります。正しい管理の仕方を知って、私たち自身で安全な水
を守りましょう。
基本的に貯水槽設置者は、定期的に貯水槽水道の管理につい

て検査が必要です。あなたがお住まいのビルやマンションの貯
水槽は検査されていますか。
●問合先 水道課

貯水槽の清掃
１年に最低１回以上、専門
の清掃業者などに清掃を行
ってもらいましょう。
清掃終了後は、業者から作
業記録や写真などによる
「清掃報告書」を受け取り、
保管しておきましょう。

貯水槽の点検
水槽にヒビ割れがないか、
汚水などに汚染されていな
いか、水槽内に異物の混入
がないかなど、定期的に点
検を行ってください。
特に地震、台風、凍結、大
雨の後は点検が欠かせませ
ん。

水質検査の実施
各家庭の蛇口から出る水の
水質検査を定期的に行って
ください。異常があったと
きには、必要な水質検査を
行い、安全を確認してくだ
さい。

残留塩素測定
特に義務付けられてはいま
せんが、念のため遊離残留
塩素を測定してみてくださ
い。0.1mg/l以上であれば細
菌、大腸菌群、Ｏ－１５７
は死滅しており安心できま
す。0.1mg/l未満なら専門の
業者に依頼して原因を探す
必要があります。

自分でできる水質チェック
無色透明なガラス製のコップに蛇口から水を取り、肉眼

で検査してみましょう。
色がついている…水槽や給水管の腐食の可能性あり
濁っている………水槽が汚れている可能性あり
においがある……水槽が汚れているか汚染物質の混入の

可能性あり
味がある…………水槽の汚染や給水管の腐食の可能性あ

り
もし異常があったら、すぐに建物管理者や大家さんに相

談しましょう。

－原則的に市の責任　－原則的に貯水槽設置者の責任 

M

受水槽 

高架水槽 

t３階 

t２階 

t１階 

水の管理責任の範囲

1 2

3 4
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昭
和
34
年
か
ら
現
在
の
形
態
に
な

っ
た
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
可
児

市
で
約
３
万
人
の
加
入
者
の
健
康
を

守
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
高
齢
社
会
の
進
展

や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

国
保
医
療
費
の
増
加
を
招
い
て
い
ま

す
。
可
児
市
に
お
い
て
も
、
老
人
医

療
費
の
増
加
が
大
き
く
、
平
成
13
年

度
は
、
９
年
度
と
比
べ
て
約
１
・
４

倍
、
金
額
に
し
て
約
13
億
円
医
療
費

が
増
え
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
は
、
窓
口
で
の
個

人
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
加

入
者
全
員
の
負
担
増
（
保
険
税
の
値

上
げ
）
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

増
加
す
る
医
療
費
を
節
減
す
る
た

め
に
は
、規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、

普
段
か
ら
健
康
管
理
に
気
を
配
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
加
入
者
一
人
ひ
と

り
が
健
康
に
気
を
付
け
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
こ
と
で
、
医
療
費

の
節
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

可
児
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、「
め
ざ
そ
う
い
き
い
き
ラ
イ

フ
か
に
」
を
テ
ー
マ
に
「
健
康
フ
ェ

ア
可
児
」
を
毎
年
秋
に
開
催
す
る
な

ど
、
健
康
づ
く
り
の
啓
発
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
国
保
加
入
者
を
対

象
に
人
間
ド
ッ
ク
形
式
の
生
活
習
慣

病
検
診
、市
民
を
対
象
に
結
核
検
診
、

基
本
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
、
歯
周

病
検
診
な
ど
の
各
種
健
（
検
）
診
や

健
康
相
談
、
健
康
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。申
し
込
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
国
保
年
金
課
の
窓
口

か
金
融
機
関
に
あ
る
依
頼
書
を
記
入

し
、
口
座
と
同
じ
印
鑑
を
押
し
て
金

融
機
関
に
提
出
す
る
と
、
翌
月
か
ら

振
り
替
え
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に

よ
り
保
険
税
の
支
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、
保
険
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
は
、
病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
皆
さ
ん
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、

医
療
費
の
補
助
な
ど
に
充
て
る
制
度
で
す
。

医
療
費
の
増
加
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
、
医
療
費
の
節
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

0

10

20

30

40

50
（億円） 

１人あたりの医療費（平成13年度） 
・一般＝163,151円・退職＝310,653円 
・老人＝679,093円 

13年度 12年度 11年度 10年度 ９年度 

■＝一般　■＝退職　　 ■＝老人 
（おおむね60～ 
69歳の厚生年金 
等受給者） 

（70歳以上） 

国保医療費の推移

国保財政の状況（平成14年度予算）

その他 51,523千円 
繰越金 261,000千円 

繰入金 431,348千円 

療養給付費 
交付金 

1,008,100千円 

国庫支出金 
1,600,771千円 

国民健康保険税 
2,207,258千円 

その他 118,854千円 
介護納付金 
285,654千円 

老人保健拠出金 
1,723,550千円 

歳出 
5,560,000千円 

歳入 
5,560,000千円 保険給付費 

3,375,180千円 

総務費 56,762千円

保険税を滞納すると
特別な事情もなく保険税
を滞納すると、未納期間に
応じて次のような措置が取
られます。
① 納期を過ぎると督促を受
け延滞金を徴収されるこ
とがあります。

② 通常の保険証に代わり、
短期被保険者証が交付さ
れます。

③ 保険証を返還していただ
き、資格証明書が交付さ
れます。医療費は、窓口
でいったん全額自己負担
となります。

④ 国保の給付が全部、また
は一部差し止めになりま
す。

⑤ ②から④の措置を受けて
もなお納めないときは、
差し止められた国保の給
付額から滞納分が差し引
かれます。

健康フェアでの健康相談（昨年）
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詩
と
声
の
「
二
佳
会
」
で
は
、
現

代
詩
の
朗
読
と
、
詩
を
よ
り
楽
し
く

深
く
理
解
す
る
た
め
の
勉
強
会
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

詩
に
は
、
人
と
し
て
の
生
き
ざ
ま

が
あ
り
心
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は

誰
も
が
理
解
で
き
る
詩
や
、
自
分
の

好
き
な
詩
を
朗
読
し
な
が
ら
、
詩
作

を
希
望
す
る
人
に
は
詩
の
作
り
方
も

教
え
て
い
ま
す
。

詩
に
興
味
の
あ
る
人
、
詩
を
作
っ

て
み
た
い
人
、
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
参
加
者
の
年
齢
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
会
員
一
同
で
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
五
〜
六
人
以
上
で
新
た
に

グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
と
い
う
場
合

に
も
応
援
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詩
を
読
み
詩
を
書
い
て
、
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
す
。
笑
っ
て
冗
談
を

言
っ
て
、
腹
を
抱
え
て
涙
し
て
・・・
。

自
分
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
よ
。

い
ず
れ
は
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
朗
読
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
、
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

●
期
日

毎
月
第
二
木
曜
日

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
連
絡
先

山
　
啓
さ
ん

1
◯65
４
３
６
２

詩と声の

「二佳会（にかかい）」

●記　山　啓さん（鳩吹台）

グループからこんにちは 125詩
を
朗
読
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

台
湾
は
、
日
本
か
ら
飛
行
機
で
二

〜
三
時
間
。
ま
さ
に
ひ
と
っ
飛
び
と

い
う
手
軽
さ
で
到
着
で
き
る
場
所
に

あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
日
本
の
九
州

ほ
ど
で
、
本
島
と
周
辺
の
七
十
九
の

島
々
か
ら
な
り
ま
す
。

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
台
湾
の
首

都
台
北
で
、
台
湾
の
政
治
経
済
、
文

化
の
中
心
地
と
し
て
急
速
に
発
展
を

遂
げ
た
街
で
す
。
台
北
で
有
名
な
の

が
「
夜イ
エ

市ス
ー

」
と
い
う
屋
台
街
で
、
毎

日
夕
方
の
六
時
ご
ろ
か
ら
た
く
さ
ん

ん
の
屋
台
が
集
ま
っ
て
ズ
ラ
リ
と
店

を
開
い
て
い
ま
す
。
夜
も
更
け
始
め

る
八
〜
九
時
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
、
真

夜
中
ま
で
地
元
の
人
や
観
光
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
屋
台
の
種
類
も
食
べ

物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衣
料
品
や

雑
貨
、
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
、
中
国
民
芸

品
な
ど
の
土
産
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

わ
た
し
の
家
の
近
く
に
あ
る
の
は

「
松
山
饒
河
街
観
光
夜
市

ソ
ン
サ
ン
ラ
オ
フ
ー
チ
エ
ク
ワ
ン
ク
ワ
ン
イ
エ
ス
ー

」
で
す
。

入
口
に
は
「
慈
祐
宮

ツ
ー
ヨ
ウ
コ
ン

」
と
い
う
有
名

な
お
寺
が
あ
り
、
家
族
で
参
拝
す
る

姿
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
五
百
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
通
り
は
、
毎
日
夕
方
か

ら
歩
行
者
天
国
に
な
り
、
二
百
軒
も

の
屋
台
が
開
き
ま
す
。
観
光
を
意
識

し
て
整
備
さ
れ
、
お
土
産
向
き
の
手

工
芸
品
の
店
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

人
々
は
親
切
で
優
し
く
、
笑
顔
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
魅
力
的
で
楽

し
め
る
屋
台
は
わ
た
し
の
自
慢
で
す
。

台北市台北市 
台湾 

台北市 
台湾 

屋
台
の
に
ぎ
わ
い
が
魅
力
の
街

●
記
　

欣

テ
ン
・
ツ
ー
シ
ン
さ
ん
（
下
恵
土
）

ふ
る
さ
と
宅
配
便
67

台
湾
台
北
市

慈
祐
宮
▼

t
華
や
か
な
夜
市
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イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

イ
ラ
ス
ト 

大
募
集 

あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

s
ト
ロ
ち
ゃ
ん
（
み
ず
き
ケ
丘
）

s
李
は
と
（
広
眺
ケ
丘
）

s
藤
原
下
弦
（
若
葉
台
）

ぼ
く
た
ち
広
見
小
学
校
の
４
年
生

は
、
総
合
学
習
で
「
今
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」
と
い
う
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
授
業
で
ア
イ
マ
ス
ク

体
験
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
身
か
く

し
山
の
周
り
で
、
障
害
者
の
人
の
た

め
の
工
夫
を
探
し
ま
し
た
。
で
も
、

こ
の
近
く
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
は
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
歩
き

ま
す
。
交
差
点
に
あ
る
横
断
歩
道
を

歩
き
ま
し
た
。前
が
見
え
な
い
の
で
、

赤
な
の
に
そ
の
ま
ま
進
み
そ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
リ
ー
ド
し
て

く
れ
た
友
達
の
指
示
の
お
か
げ
で
事

故
に
な
ら
な
く
て
良
か
っ
た
で
す
。

今
度
は
ぼ
く
が
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

で
も
友
達
を
何
度
も
植
木
に
つ
っ
こ

ま
せ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
歩
く
人
に

は
、
き
き
う
で
に
白
い
つ
え
を
持
っ

て
も
ら
い
、
も
う
い
っ
ぽ
う
の
手
で

ぼ
く
の
う
で
を
に
ぎ
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
リ
ー
ド
す
る
ぼ
く
が
前
に
立

っ
て
歩
い
て
、
大
き
な
声
で
ま
わ
り

の
よ
う
す
を
話
し
ま
し
た
。
今
度
は

う
ま
く
リ
ー
ド
で
き
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
視
覚
障
害

者
の
人
た
ち
の
苦
労
や
こ
わ
さ
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
道
路
や
し
せ
つ

に
、
も
っ
と
障
害
者
の
人
へ
の
工
夫

が
あ
る
可
児
市
に
な
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
に
で

き
る
こ
と
も
少
し
わ
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

●
石
川
想
く
ん
（
広
見
小
・
４
年
）

ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
レ
ポ
ー
ト
17

アイマスクをして歩行体験をする
石川くん（左端）

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

会員を募集
◎古典文学の会
広見公民館ゆとりピアで開催している文

学講座の参加者を募集しています。
「源氏物語を学ぶ会」
●日時 毎月第２金曜日 午後１時30分～
●連絡先 亀ケ井香澄さん 1◯65６４９３
「平家物語を学ぶ会」
●日時 毎月第３金曜日 午後１時30分～
●連絡先 住山敏子さん 1◯65３１４５

◎劇団かがやき ミュージカル公演
県内外公演のため出演者を募集します。

●内容 演技、バレエ、日舞、歌など
●対象 10～65歳くらい
●申込方法 郵便または電話かファクスで
●申込締切 ３月31日（月）
●申込・連絡先 鬼頭明美さん
〒５０９－０２３５桜ケ丘２－１８８
1◯64０６８３ 5◯64０６９９

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

小
栗
会
、
喫
茶
コ
テ
ー
ジ
杯
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
、
加
茂
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
、
下
村
秀
昭
、
ス
テ
ッ
プ
フ

レ
ン
ド
春
里
、
有
賀
徹
、
サ
ン
ピ

ー
プ
ル
、
渡
邉
金
夫
、
和
良
夢
づ

く
り
塾

高
野
　
徹
（
矢
戸
）

世
話
役
の
重
荷
背
負
っ
て
年
度
末

井
藤
貞
子
（
土
田
）

悪
い
と
こ
だ
ま
し
だ
ま
し
て
七
十
路

坂

三
島
次
朗
（
広
眺
ケ
丘
）

バ
ー
コ
ー
ド
信
ず
る
外
に
す
べ
は
な

く

長
谷
川
さ
ゑ
子
（
土
田
）

一
病
の
お
か
げ
や
さ
し
い
心
持
ち

可
児
小
松
（
下
恵
土
）

針
の
み
ぞ
一
度
で
通
る
と
き
も
あ
り

池
村
和
子
（
皐
ケ
丘
）

お
し
ゃ
べ
り
と
無
口
が
歩
く
万
歩
計

川
柳

斎
藤
清
幸
選

竹
中
芳
子
（
若
葉
台
）

一
日
を
追
わ
れ
て
す
ご
す
留
守
居
ば

ん

丸
山
重
司
（
若
葉
台
）

ゴ
ン
ド
ラ
が
で
き
て
秘
境
が
消
え
て

ゆ
き
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２月16日、今年で21回目となる可児シティマラソン

が花フェスタ記念公園で行われ、市内外から約1,000

人のランナーが力走しました。

年齢や距離によって11の部門に分かれた参加者たち

は、冷たい雨が降るあいにくの天候にも負けず、それ

ぞれが自分のペースで、本格的な春の訪れを待つ公園

内を駆け抜けました。

各部門の優勝者は次の皆さんです（敬称略）

10㎞○高校・一般40歳未満男子＝武藤一宏（土田）○

一般40歳以上男子＝西尾篤史（瑞浪市）○高校・一

般女子＝高山直子（多治見市） ５㎞○高校・一般40

歳未満男子＝柴田法昭（御嵩町）○一般40歳以上男子

＝堀部章比己（七宗町）○高校・一般女子＝細川和沙

（塩河） 3.3㎞○中学男子＝小山俊之（多治見市）○

中学女子＝熊谷みちえ（多治見市） クロスカントリ

ー5.5㎞○高校・一般男子＝萩原満（若葉台）○高校

・一般女子＝渡辺里美（恵那市）

花フェスタを駆け抜ける

２月16日、文化創造センターで第二回可児歌舞伎

祭が行われました。

公募で集まった小学生から70代までの約50人が、

昨年５月から練習を重ね、大道具なども手作りで準

備を進めてきました。

会場となった主劇場には赤い提灯が飾られ、オー

ケストラピットは桟敷席に変わり、気分は芝居小屋

そのもの。舞台が始まると役者の熱い演技に、観客

から掛け声がかかり、桟敷席からはおひねりが飛び

交い、観客も出演者も一体となって盛り上がリまし

た。

歌舞伎に熱中

▲一斉にスタートす
るランナーたち

雨にも負けず、バラ園を力走するランナー

おひねりが投げ込まれる中、見得を切る出演者たち
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２月５日、広見公民館ゆとりピアで、山岸伊川

第二土地区画整理事業のしゅん工式が来賓や組合

員約80人が出席して行われました。

平成８年から組合施行で進められたこの土地区

画整理事業は、施行地区の面積が5.6ヘクタール、

総事業費は５億７千２百万円。

組合理事長の内山義和さんは、式典での挨拶で

「無事完工を迎え、健全な市街地形成を進めるこ

とができました」と感謝を述べ、出席者でしゅん

工を祝いました。

よりよい土地利用を目指して

２月７、８日、文化創造センターで可児市小・

中学校美術展と特殊学級で学ぶ子どもたちの作品

展が開催されました。

これは子どもたちの創作意欲を高め、保護者を

はじめ地域の皆さんの図工・美術教育への理解を

深めてもらう機会を提供するもので、授業や部活

動などで制作した、絵画や彫刻、書写など約

1,200点が展示されました。

会場にはたくさんの見学者が訪れ、自分の作品

と一緒に写真を撮ったり、友達の作品に見入った

りしていました。

子どもの創意が一堂に

２月３日、市内の市立保育園で毎年恒例の豆ま

きが行われました。

普段と同じ平穏な保育園が、市の職員がふんし

た鬼が現れると一変。鬼が「うそつきはおらんか」

と叫びながら園内を歩き回ると、泣き叫びながら

先生に抱きつく子どもや、準備しておいた豆を一

生懸命鬼に投げ付ける子どもなど、怖いながらも

心や体にいる「泣き虫鬼」や「おこりんぼ鬼」を

追い払いました。最後は鬼も逃げ出し、みんなで

喜んでいました。

勇気を出して鬼は外！

展示された力作に見入る見学者たち

懸命に豆を投げ付け、鬼退治をする園児たち

▲道路などが整備された
広見６丁目付近

来賓の祝辞を聞く出席者
たち
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市
文
化
芸
術
振
興
財
団
―
―
―
―
―

杉
山
清
貴
ラ
イ
ブ
を
開
催

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、「
杉

山
清
貴
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

２
０
０
３
」
を
開
催
し
ま
す
。
数
々

の
名
曲
を
生
み
出
し
た
彼
の
サ
ウ
ン

ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
期
日

４
月
18
日
（
金
）

●
時
間

午
後
６
時
30
分
〜
（
午
後

６
時
開
場
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
入
場
料

○
前
売
り
＝
５
２
５
０

円
　
○
当
日
＝
５
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）
未
就
学
児
は
入
場
で
き

ま
せ
ん

●
前
売
券

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
直
接
購
入

す
る
か
、
電
話
（
1
◯60
３
０
５
０
）

で
予
約
す
る

●
問
合
先

同
財
団
1
◯60
３
３
１
１

催
し

国民健康保険

届け出を忘れずに
次のような場合は、14日以内に国民健康保険への
加入・脱退の届け出をしてください。
○就職・転職などで、職場の健康保険などに加入し
たとき
○転職・退職などで、職場の健康保険などを脱退し
たとき
○ほかの市町村へ転出するとき
○ほかの市町村から転入したとき
●問合先 国保年金課

杉山清貴さん

４月１日から 

国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります国民健康保険が変わります
その
１ 70歳未満の人の医療費負担が高額になったときの

自己負担の限度額が変わります
70歳未満の人が、１カ月に

医療機関などの窓口で支払っ

た一部負担金が限度額を超え

た場合、申請により超えた分

が高額医療費として払い戻さ

れます。その自己負担の限度

額が右のように変わります。

平成15年３月31日まで（月額） 平成15年４月１日から（月額）

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが670万円を
超える世帯に当たります。

その
２ 退職者医療制度の

負担割合が変わります
４月１日から職場の健康保険などで医療費の負担割合

の見直しが行われることに併せて、退職者医療制度で医

者にかかるときの一部負担金も、本人と扶養家族の入院

・外来ともに３割となります。

その
３ 外来の薬剤に掛かる

一部負担が廃止されます
患者の負担を軽減するため、外来（在宅医療を

含む）で薬をもらったときに支払う定額の別途負

担を廃止します。

●問合先 国保年金課

139,800円
＋

上位所得者 実際に掛かった医療費
が699,000円を超えた
場合　超えた額の１％

72,300円
＋

一　　　般 実際に掛かった医療費
が361,500円を超えた
場合　超えた額の１％

住民税非課税世帯 35,400円

e

139,800円
＋

上位所得者 実際に掛かった医療費
が466,000円を超えた
場合　超えた額の１％

72,300円
＋

一　　　般 実際に掛かった医療費
が241,000円を超えた
場合　超えた額の１％

住民税非課税世帯 変更なし
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か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
―
―
―
―
―

Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
演
会
を
開
催

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
市
民
公
益
活
動
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
を
推
進
す
る
た
め
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
講

演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

●
期
日

３
月
23
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
午
後
１
時
開
場
）

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
演
題

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
と
の
協
働

は
ど
う
あ
る
べ
き
か

●
講
師

高
森
敬
久
さ
ん
（
金
城
学

院
大
学
現
代
文
化
学
部
福
祉
社
会

学
科
教
授
）

●
入
場
料

無
料

●
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

1
◯60
１
２
２
２

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
―
―
―
―
―

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

市
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
の
人
（
子

ど
も
連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
15
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

３
月
11
日
（
火
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

1
◯62
８
６
０
０

募
集

市広報モニターを募集

「広報かに」にあなたの意見を
市は、「広報かに」についての意見や要望、改善点などをお聞かせいた

だく広報モニターを募集します。
●資格 市内に３カ月以上住んでいる18歳以上（高校生を除く）で、年
２回程度のモニター会議に出席できる人

●募集人数 10人（抽選）
●活動内容 広報紙についての意見や感想の報告（毎月１回）、取材の協
力、モニター会議への出席など

●任期 15年４月１日～16年３月31日の１年間
●謝礼 月額2,000円
●申込方法 「広報モニター希望」、住所、氏名、年齢、職業（学校名）、
電話番号、広報紙についての感想を明記し、はがき、ファクス（◯61０
３４５）、電子メール（siseijoho@city.kani.gifu.jp）のいずれかで、市
政情報課あてに送る

●申込締切 ３月20日（木）
●問合先 同課

期
　
　
日

時
　
　
　
間

４
／
５
（
土
）

午
後
７
時
〜
９
時

４
／
11
（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

４
／
16
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

４
／
25
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時

男女共同参画社会への道 vol.44

アメリカの女性たちが書いた「日本人男性ビジネス
マンと仕事をするには」というマニュアル本に、こ
んな例が載っていました。
アメリカ人のビジネスチームが、日本人（男性中心
の企業人）と交渉をしている場面を想像してくださ
い。アメリカ側は女性がプレゼンテーションをする
ことになりました。しかし、この女性が発言してい
る間、日本人男性たちは誰も話を聞いていなかった
のです。困ったアメリカ側は、別の男性が先ほどの
女性とまったく同じ話をすることにしました。男性
が話し始めると、日本側は熱心にメモを取り始めた
というのです。
どうも日本の男性たちは「女性が話すことは重要な
ことではない」と思い込んでいる様子。そのため女
性がプレゼンテーションをするときは、周りで援護

すると効果的なのだそうです。例えば男性が「彼女
はこの問題のエキスパート、彼女に聞かないと分か
らない」と言うと、少しは聞くようになるというの
です。
これからますます少子・高齢社会が進んだとき、成
人男性を軸とした今までの労働では支えきれなくな
り、女性や高齢者などさまざまな人たちの労働力が
より必要となるといわれています。女性ということ
で「一人前」ではないと見る日本の労働の場。この
ままでいいのでしょうか。
働く場で、人間と人間の関係としてお互いに認め合
い、働きやすい環境を整えていくことについて、あ
らためて考えていきたいですね。
参考：「ジェンダーで学ぶ社会学」伊藤公雄・牟田

和江編

●問合先 総合政策課

働く女性はどう見られているか



わ
く
わ
く
体
験
館
―
―
―
―
―
―
―

ガ
ラ
ス
工
芸
を
楽
し
も
う

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
わ

く
わ
く
体
験
館
は
、「
吹
き
ガ
ラ
ス
」

と
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
の
入
門
講

座
の
受
講
者
を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま

す
。

●
コ
ー
ス
と
日
時
（
３
コ
ー
ス
・
全

６
回
）

吹
き
ガ
ラ
ス
入
門
講
座

▽
内
容

吹
き
ガ
ラ
ス
の
基
礎
を
学

び
な
が
ら
、
グ
ラ
ス
や
小
鉢
、
一

輪
挿
し
な
ど
を
作
る

▽
定
員

各
コ
ー
ス
２
人
（
抽
選
）

▽
受
講
料

２
万
１
０
０
０
円
（
材

料
費
を
含
む
）

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
入
門
講
座

▽
内
容

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法

で
、
８
面
体
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を

作
る

▽
定
員

各
コ
ー
ス
20
人
（
抽
選
）

▽
受
講
料

１
万
８
０
０
０
円
（
材

料
費
を
含
む
）

●
場
所

わ
く
わ
く
体
験
館（
塩
河
）

●
対
象
者

一
般
成
人

●
申
込
締
切

３
月
29
日
（
土
）

●
申
込
・
問
合
先

同
館

1
◯65
１
５
１
５

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岐
阜
―
―
―
―

Ｉ
Ｔ
学
習
を
支
援
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岐
阜
は
、
Ｉ

Ｔ
学
習
支
援
（
自
学
自
習
）
コ
ー
ス

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

３
月
28
日
（
金
）
ま
で
の

う
ち
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日

●
時
間

午
後
４
時
30
分
〜
６
時
30

分
●
場
所

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岐
阜

（
土
岐
市
泉
町
定
林
寺
）

●
定
員

１
時
間
当
た
り
20
人

●
持
ち
物

３
・
５
イ
ン
チ
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
筆
記
用
具

●
学
習
方
法

内
容
を
選
び
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
自
学
自
習
（
Ｉ
Ｔ

サ
ポ
ー
タ
ー
が
質
問
に
対
応
し
ま

す
）

●
受
講
料

無
料

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー
岐

阜
　
　
1
０
５
７
２
◯54
７
１
５
５

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
―

交
通
事
故
で
困
っ
た
ら

岐
阜
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、
交
通
事
故
の
問
題
で
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
、
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
と
任
意
自
動
車
保
険
の

請
求
に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

1
０
５
８
（
２
６
３
）
７
０
０
１
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幻想的なランプシェード

（仮称）可児市まちづくり条例

まちづくりに意見を
市は、協働のまちづくりを推進するため「（仮称）可児市
まちづくり条例」の策定を検討しています。そこで、広く市
民の皆さんの意見を募集します。募集は検討の節目ごとに行
います。いただいた意見は、これに対する市の考え方ととも
に公表します。
●募集期間（第１回） ３月17日（月）～28日（金）
※第２回以降は下記の方法でのみ案内します。広報には掲載
しません。
●公表形式と閲覧方法

●提出方法 件名「（仮称）可児市まちづくり条例について」、
氏名（法人の場合は法人名）、住所（法人の場合は事務所
などの所在地）、電話番号、意見を記入の上、次の方法で
まちづくり推進課あてに提出する

※郵送の場合は締切当日の消印有効。郵送以外は必着。
●注意事項 ○必要事項を必ず記入してください。なお、意
見以外の内容（氏名・住所など）は公表しません　○電話
や口頭による意見の提出は受け付けません　○いただいた
意見に対する市の考え方については、上記の方法でのみ公
表します。個別には回答しません
●問合先 まちづくり推進課

コース名
時　　　　　間

期　　　　日
吹きガラス ステンドグラス

木曜午前 午前10時 午前９時30分 ４/17、24、

コース ～正午 ～正午 ５/８、15、22、29

金曜午後 午後１時 午後１時 ４/18、25、

コース ～３時 ～３時30分 ５/９、16、23、30

土曜午前 午前10時 午前９時30分 ４/19、26、

コース ～正午 ～正午 ５/10、17、24、31

案
内

公表形式 閲覧方法
ホームページ 次のアドレスにアクセスする

http://www.city.kani.gifu.jp/shisei/matid/matidukuri.htm
ファクス情報 ①ファクスで、5◯61３０３０へ電話する
ボックス ②音声ガイドに従って、「１」の「行政情報サービ

ス」を選ぶ
③音声ガイドに従って、情報ボックス番号「２００」
を選ぶ

④まちづくり条例関連の情報ボックス番号一覧が出
力される

⑤①～③と同様の手順で必要な情報を取り出して閲
覧する

市政資料コーナー まちづくり推進課（市役所１階）で資料を閲覧する

提出方法 提出先など

直接提出 市役所１階まちづくり推進課

郵送 〒509－0292可児市広見1－1

電子メール matidukuri@city.kani.gifu.jp（テキスト形式）

ファクス 5◯63４４０６
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未
接
種
の
皆
さ
ん
へ
―
―
―
―
―
―

風
し
ん
予
防
接
種
を
実
施

風
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

平
成
６
年
に
予
防
接
種
法
が
一
部
改

正
さ
れ
た
と
き
に
、
接
種
対
象
が
中

学
生
女
子
か
ら
乳
幼
児
期
（
生
後
12

カ
月
〜
90
カ
月
）
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
接
種
す
る
機
会
を

失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
昭
和
54
年
４

月
２
日
〜
62
年
10
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
（
経
過
措
置
対
象
者
）
で
、
中

学
生
時
に
限
ら
ず
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
15
年

９
月
30
日
（
火
）
ま
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
は
、
３
月
に
実
施
す
る
風
し
ん

の
個
別
予
防
接
種
に
合
わ
せ
て
、
経

過
措
置
対
象
者
に
つ
い
て
も
予
防
接

種
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

未
接
種
の
人
は
、
実
施
期
間
内
に

で
き
る
だ
け
早
く
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

○
接
種
の
確
認
は
、
学
校
卒
業
時
に

渡
さ
れ
た
「
接
種
済
証
」
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
学
校

に
控
え
は
あ
り
ま
せ
ん
　

○
接
種
時
に
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と

や
、
接
種
後
２
カ
月
は
妊
娠
し
な

い
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
女
性

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

●
実
施
期
間

３
月
１
日
（
土
）
〜

31
日
（
月
）

●
申
込
・
問
合
先

健
康
増
進
課

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
―
―
―

不
審
な
業
者
に
ご
注
意
を

最
近
、
市
か
ら
の
派
遣
で
あ
る
か

の
よ
う
に
装
っ
て
、
下
水
道
の
宅
内

マ
ス
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
業
者
が

あ
り
ま
す
。
市
が
事
前
に
お
知
ら
せ

せ
ず
に
調
査
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審

に
思
っ
た
ら
、
下
水
道
課
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
は
業
者
の
正
当
な
営
業
活
動

を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先

同
課

岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙
―
―
―
―
―

立
候
補
関
係
者
の
説
明
会

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
４
月
13
日

（
日
）
に
執
行
予
定
の
岐
阜
県
議
会

議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
立
候
補
関
係

者
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
関
係
す
る

人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

３
月
19
日
（
水
）

●
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所

可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加

茂
市
古
井
町
）

●
内
容

立
候
補
手
続
き
な
ど

●
問
合
先

同
委
員
会
（
中
濃
地
域

振
興
局
振
興
課
内
）1

◯25
３
１
１
１

３月のごみ・リサイクル資源収集日

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

26（水）

27（木）

17（月）

20（木）

19（水）

20（木）

24（月）

27（木）

19（水）

18（火）

14（金）

28（金）

26（水）

25（火）

28（金）

18（火）

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

下切・北姫ニュータウン・みずきケ丘・
今・広眺ケ丘・広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

《資源集団回収にご協力を》

※出し方のルール、マナーを守りましょう。

収　集　地　区 金物類・
粗大ごみ

缶･ペットボトル･
トレー資源

期　　日 ３月23日（日）
回収団体 可児市生活学校

瓶、缶、ペットボトル、
トレー、発泡スチロー

回収品目
ル、紙類（新聞と広告
は別で縛る）
午前９時～11時の間に

収集時間
総合会館分室駐車場

場　　所
（ＪＲ可児駅西）へ

下恵土地区と帷子地区に

高齢者福祉施設が整備されました
14年度に、医療法人純真会により「グループホームほほえみ」が、

社会法人慈恵会により「さわやかナーシング可児」が整備されまし

た。

グループホームほほえみ

●所在地 下恵土３００５

●定員 グループホーム18人

（９人×２ユニット）

●事業開始 14年11月

●問合先 医療法人純真会

「グループホームほほえみ」

1◯63７７９１

さわやかナーシング可児

●所在地 菅刈１３８９－１

●定員 ○ショートステイ40人　○デイサービスセンター30人

○グループホーム27人（９人×３ユニット）

●事業開始 15年４月（予定）

●問合先 社会法人慈恵会「さわやかナーシング可児」1◯69１３３３
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心
配
ご
と
相
談

●
期
日

毎
週
火
曜
日

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

行
政
相
談

●
期
日

３
月
14
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

３
月
14
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
会
議
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

人
権
・
登
記
相
談

●
期
日

３
月
14
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

法
律
相
談

●
期
日

３
月
18
日
（
火
）、
25
日

（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
期
日

毎
週
月
・
火
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

●
時
間

３
時
30
分
〜
５
時

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

※
お
子
さ
ん
の
言
葉
や
発
達
に
つ
い

て
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
予
約
す
る
　
　
1
◯60
０
２
５
５

青
少
年
の
奉
仕
・
体
験
相
談

●
期
日

３
月
17
日
（
月
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
生
涯
学
習
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

母
子
父
子
家
庭
相
談

●
期
日

３
月
25
日
（
火
）

●
時
間

９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

無
料
相
談

３種・２種混合（初回・追加）
●日時と場所 ○３月12日（水）２

時～２時30分＝今渡公民館　○３月

17日（月）２時～２時30分＝広見東

公民館　○３月24日（月）１時30分

～２時30分＝保健センター　●対象

者 生後５カ月以上90カ月未満　

○３種＝百日ぜきにかかったことの

ない子（３～８週間の間隔で３回接

種） ○２種＝百日ぜきにかかった

ことのある子（４～６週間の間隔で

２回接種）

乳児健康診査・ツベルクリン
●期日 ３月18日（火） ●受付時

間 １時～１時15分　●場所 保健

センター　●対象者 14年11月１日

～15日生まれ

母子手帳交付
●期日 毎週金曜日（祝日を除く）

●受付時間 ９時15分～９時30分

●場所 保健センター

保 健  保 健  こども歯みがき相談
●期日 ３月17日（月） ●受付時
間 １時20分～２時　●場所 保健
センター　●対象者 12年11月生ま
れ　●内容 歯科健診、ブラッシン
グ指導、おやつ指導 ●持ち物 母
子手帳、エプロン、タオル、歯ブラ
シ、手鏡、コップ ●申込先 健康
増進課（前日までに）

こども相談
●期日 ３月13日（木） ●受付時
間 ９時～10時30分　●場所 保健
センター　●対象者 乳幼児を持つ
人

離乳食相談
●期日 ３月18日（火） ●受付時
間 ２時～２時15分　●場所 保健
センター　●対象者 離乳期の乳児
を持つ人

１歳６カ月児健康診査
●期日 ３月11日（火） ●受付時
間 １時～１時15分　●場所 保健
センター　●対象者 13年８月16日
～31日生まれ

３歳児健康診査
●期日 ３月14日（金） ●受付時
間 １時～１時15分　●対象者 12

年２月16日～29日生まれ ●場所
保健センター

あこがれママ教室
●期日 ２課＝３月14日（金）
●受付時間 ９時20分～９時30分
●場所 保健センター　●内容 妊
婦体操（運動のできる服装、飲み物
を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手
鏡、コップを持参）

献血
●日時と場所 ○３月17日（月）９
時30分～３時30分＝工業団地組合
（姫ケ丘） ○３月25日（火）10時
～４時＝ユニー可児店（中恵土）

健康講話
●期日と場所　○３月12日（水）＝
福寿苑（大森） ○３月17日（月）
＝可児川苑（坂戸） ●時間 10時
～11時　●対象者 60歳以上の人
●内容 ○福寿苑＝薬の管理　○可
児川苑＝高齢者の運動

３月の税金

国民健康保険税
──10期介護保険料

※３月31日までに納めま
しょう。
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あ
て
先
：
広
見

一
丁
目1番地広報かに

「み
ん

な
の
え
が
お
係
」

吉村みゆうちゃん（
７カ月・若葉台） 下田けいとくん（１歳・川合） 前垣りくとくん（１歳・土田）

可 児 市 の 人 口 と 世 帯
（２月１日現在）

●人　口……96,549人
（男47,902人、女48,647人）
（先月より127人増、

昨年同月より953人増）

●世帯数…32.962世帯

1 62 5120
1 65 8530
1 64 3473

本 館
帷 子 分 館
桜 ケ 丘 分 館
http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内
●市史編さん資料展（パート２）
３月９日（日）まで（本館）
●進学・就職に関する本展
３月13日（木）～27日（木）（本館）
●写真で見る可児の山野草展
３月１日（土）～28日（金）（帷子分館）
●ジェンダーってなあに展
３月１日（土）～28日（金）（桜ケ丘分館）

ひまわり号巡回予定表
場　　　　　　所

可 児 川 苑
日 本 ラ ン ド 公 民 館
ふれあいセンター長坂
帷 子 小 学 校
愛岐ケ丘五丁目公園
愛 岐 ケ 丘 中 央 公 園
愛岐ケ丘二丁目バス停
春 里 連 絡 所
光 陽 台 四 丁 目 公 園
西 可 児 中 学 校
旧 姫 治 連 絡 所 南
今 公 民 館
清 水 ケ 丘 集 会 所
南 帷 子 小 学 校
柿 下 公 民 館
緑ケ丘二丁目バス停
羽 生 ケ 丘 公 民 館
東 明 小 学 校
奥山台あすなろ公園
松 伏 団 地
大 森 公 民 館
旭 小 学 校

時　　間
1:30～2:00
2:10～2:30
2:50～3:30
3:40～4:30
2:10～2:40
2:50～3:30
3:40～4:10
2:10～2:50
3:00～3:40
3:50～4:30
1:30～2:00
2:10～2:40
2:55～3:30
3:45～4:30
1:30～2:00
2:10～2:50
3:05～3:35
3:45～4:30
1:30～2:05
2:20～2:50
3:00～3:30
3:40～4:30

月 日

3/11
（火）

12
（水）

14
（金）

18
（火）

19
（水）

20
（木）

おすすめの一冊
『やさしいことばで日本国憲法』
翻訳　池田香代子
出版社　マガジンハウス
憲法の最も大切な条文「前文、１、９
条、３、９、10章」を、英文憲法をもと
に中学生でも理解できるよう訳してあり
ます。国民主権、世界平和、人権・・・。
これらは戦争を経た人々の、万感の思い
を込めた夢だということを実感しながら、
読みたい本です。

『ペンキや』
著者　アレックス・シアラー
作者　梨木香歩　出版社　理論社
“ペンキや”はその色一つで街をよみが
えらせることができます。しんやは、や
はりペンキ職人だったお父さんのお墓を
探して渡仏します。その船上で出会った
不思議な人は、しんやの人生に光を与え
ました。大人にもお薦めの心温まる物語
絵本です。

●日時と場所 ○本館＝毎週土曜日午後
２時～　○帷子分館＝毎週土曜日午後
２時～、第２・４木曜日午前10時30
分～（幼児向け） ○桜ケ丘分館＝毎
週土曜日午前10時30分～

●内容 絵本の読み聞かせ、お話、紙芝
居、本の紹介など

※３月29日（土）は本館でマジックショ
ーがあります。

休館日

３月３日（月）、10日（月）、17日（月）、
21日（祝）、24日（月）、31日（月）

４月７日（月）

※３月31日（月）は館内整理日です。
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ケーブルテレビ可児7ch放送 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

いきいきマイタウン番組案内 
ケーブルテレビ可児7ch放送 

●放送時間　土・日曜日（7:30・12:30・14:00・20:00・22:00） 
　　　　　　月～金曜日（7:30・12:30・20:00・22:00） 

T M

PRINTED WITH

SOY INK

３/１
〜
７
 

●可児地域を知る（１） 
　「御嵩はどんな町」 
　中山道の宿場町として栄え、歴史的な文化
財が豊富な御嵩町の概要を紹介します。 
★シリーズ：図書館だより 

３/８
〜
14
 

●可児地域を知る（２） 
　「兼山はどんな町」 
　戦国時代の城下町、江戸時代には川みなと
でにぎわった兼山町の概要を紹介します。 
★シリーズ：学校めぐり 

３/15
〜
21
 

●中山道を行く・番外編 
　「土田に宿場があった！？」 
　中山道の宿場が市内にもあったのかどうか
を調べますので、お楽しみに。 
★シリーズ：中山道を行く・その６ 

３/22
〜
28
 

●うるおいライフ 
　子どもたちのボランティアや体験活動をサ
ポートする「可児市青少年いきいき活動支援
センター」を紹介します。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

３/29
〜
４/４
 

●健やかな成長を願って 
　～可児市の子育て支援～ 
　少子化と言われている今日。市が行う子育
てを支援するための事業を紹介します。 
★シリーズ：図書館だより 

子
ど
も
だ
け
で
家
の
留
守
番

を
し
て
い
て
、
急
に
空
が
曇
り

雨
が
降
っ
て
く
る
と
、
隣
の
お

ば
さ
ん
が
、
慌
て
て
外
に
出
て

い
る
洗
濯
物
の
取
り
込
み
を
促

し
て
く
れ
る
。
昔
は
こ
ん
な
こ

と
が
、
気
兼
ね
な
く
で
き
て
い

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

大
災
害
と
比
べ
る
と
事
の
重

大
さ
は
違
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

日
ご
ろ
の
近
所
付
き
合
い
が
あ

っ
て
こ
そ
生
ま
れ
た
小
さ
な
安

心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

最
近
は
と
か
く
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
な
ど
と
、
近
所
付
き
合

い
も
嫌
わ
れ
ま
す
が
、
い
ざ
と

い
う
時
は
、
遠
く
の
親
せ
き
よ

り
近
く
の
他
人
。
家
族
の
次
に

頼
れ
て
、
安
心
を
与
え
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
　
　
　 

（
佐
） 

表　紙　の　人 

大石　勇さん 
　　実子さん 　 

第21回可児市美

術展の彫塑・工芸

の部で、勇さんが

議長賞、実子さんが教育長賞と夫婦で受賞しまし

た。二人で陶芸をするようになったのは８年前。

４年前に工房、その１年後には窯を自宅に構えて

陶芸に熱中しています。

勇さんは形の整った陶器類を、実子さんはオブ

ジェを好んで作ります。「お互いが好きなことを

やっているので、何の気兼ねなくできます。ライ

バルであり、いい相談相手でもあります」と口を

そろえます。

実は、勇さんは写真、実子さんは油絵を25年ほ

どやっており、「数年のうちには、陶芸、写真、

油絵の二人展を開きたい」と意気も上がります。 

春来たし
毎年、庭先の畑で春が来たことを告げるフキノトウ。
土を割って顔を出すその姿に、私たちも春を迎えた喜びを感じます。

（瀬田）


